
平

成

五

條

市

議

会

第

四

回

十

二

月

定

例

会

会

議

録
（
第

五

号
）

十

八

年

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
（
金
曜
日
）

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

議

事

日

程
（
第

八

号
）

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日

午
前
十
時
開
議

第

一

選

第
三
号

常
任
委
員
の
所
属
変
更

第

二

選

第
四
号

議
会
運
営
委
員
の
選
任

第

三

発
議
第
五
号

特
別
委
員
会
設
置
及
び
付
託

第

四

選

第
五
号

特
別
委
員
の
選
任

第

五

同

第
六
号

五
條
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第

六

推

第
四
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

第

七

発
議
第
六
号

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

本
日
の
会
議
に
付
し
た
事
件

議
事
日
程
の
と
お
り

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

出
席
議
員
（
二
十
名
）

一
番

西

本

幸

洋

二
番

太

田

好

紀



三
番

川

村

家

廣

四
番

藤

冨

美

恵

子

五
番

池

上

輝

雄

六
番

益

田

吉

博

七
番

山

田

由

比

己

九
番

峯

林

宏

政

十
番

西

尾

彦

和

十
一
番

北

山

和

生

十
二
番

山

本

久

和

十
三
番

花

谷

昭

典

十
四
番

佐

久

間

正

己

十
五
番

寺

本

保

英

十
六
番

樫

塚

凱

一

十
七
番

黄

木

英

夫

十
八
番

土

井

康

嗣

十
九
番

榮

林

末

次

二
十
番

大

谷

龍

雄

二
十
一
番

田

原

清

孝

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

欠
席
議
員
（
一
名
）

八
番

山

田

澄

雄

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─



説
明
の
た
め
の
出
席
者

市
長

榎

信

晴

助
役

小

藪

良

彦

教
育
長

田

村

幸

子

市
長
公
室
長

岡

本

和

人

総
務
部
長

上

山

保

見

都
市
整
備
部
長

榮

林

勝

美

生
活
産
業
部
長

林

正

信

健
康
福
祉
部
長

清

水

勝

西
吉
野
支
所
長

森

本

康

元

大
塔
支
所
長

竹

本

重

博

教
育
部
長

橋

本

重

夫

消
防
長

岩

倉

義

調

水
道
局
長

阪

ノ

上

武

則

財
政
課
長

堂

阪

賢

治

庶
務
課
長

大

垣

賢

治

企
画
調
整
課
長

山

下

正

次

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

事
務
局
職
員
出
席
者

事
務
局
長

長

田

雅

光

事
務
局
次
長

乾

旬

事
務
局
主
任

西

峯

久

美



事
務
局
主
任

笹

谷

豊

事
務
局
吏
員

今

田

充

法

速
記
者

柳

ヶ

瀬

五

美

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

午
後
二
時
二
十
五
分
再
開

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
た
だ
い
ま
か
ら
、
昨
日
の
延
会
前
に
引
き
続
き
本
会
議
を
再
開
い
た
し
ま
す
。

山
田
澄
雄
議
員
か
ら
欠
席
届
が
出
て
お
り
ま
す
。

た
だ
い
ま
の
出
席
議
員
数
は
定
足
数
に
達
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
会
議
が
成
立
い
た
し
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
本
日
の
日
程
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
手
元
に
配
付
済
み
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

配
付
漏
れ
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。
─
─
。

こ
れ
よ
り
日
程
に
入
り
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
初
め
に
日
程
第
一
、
選
第
三
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
名
簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
常
任
委
員
会
の
所
属
を
変
更
し
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
名
簿
の
と
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
常
任
委
員
会
の
所
属
を
変
更
す
る
こ
と
に
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
名
簿
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
常
任
委
員
会
の
所
属
を
変
更
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

念
の
た
め
、
事
務
局
長
に
氏
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
総
務
文
教
常
任
委
員
会
、
大
谷
龍
雄
、
黄
木
英
夫
、
寺
本
保
英
、
花
谷
昭
典
、
山
田
由
比
己
、
池
上
輝
雄
、
太
田
好
紀
。

厚
生
常
任
委
員
会
、
田
原
清
孝
、
樫
塚
凱
一
、
山
本
久
和
、
峯
林
宏
政
、
益
田
吉
博
、
藤
冨
美
恵
子
、
川
村
家
廣
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会
、
榮
林
末
次
、
土
井
康
嗣
、
佐
久
間
正
己
、
北
山
和
生
、
西
尾
彦
和
、
山
田
澄
雄
、
西
本
幸
洋
。



─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。

土
井
康
嗣
議
員
、
寺
本
保
英
議
員
、
北
山
和
生
議
員
、
西
尾
彦
和
議
員
、
山
田
澄
雄
議
員
、
藤
冨
美
恵
子
議
員
及
び
川
村
家
廣
議
員
か
ら
議
会
運
営
委
員
を
辞
任
し
た
い
と
の

申
出
が
あ
り
、
委
員
会
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
願
い
ま
す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
二
、
選
第
四
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
選
第
四
号

議
会
運
営
委
員
の
選
任
。

五
條
市
議
会
委
員
会
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
の
選
任
を
行
う
。

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
提
出

五

條

市

議

会

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
欠
員
と
な
っ
て
お
り
ま
す
委
員
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
員
各
位
の
御
意
見
を
聞
き
、
御
協
議
を
願
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
委
員
会
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
名
簿
の
と
お
り
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
名
簿
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

念
の
た
め
、
事
務
局
長
に
氏
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
議
会
運
営
委
員
会
、
土
井
康
嗣
、
花
谷
昭
典
、
北
山
和
生
、
西
尾
彦
和
、
藤
冨
美
恵
子
、
川
村
家
廣
、
太
田
好
紀
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
の
際
申
し
上
げ
ま
す
。

榮
林
末
次
議
員
、
寺
本
保
英
議
員
、
山
田
由
比
己
議
員
、
益
田
吉
博
議
員
、
川
村
家
廣
議
員
、
太
田
好
紀
議
員
及
び
西
本
幸
洋
議
員
か
ら
、
過
疎
対
策
特
別
委
員
を
、
土
井
康

嗣
議
員
、
黄
木
英
夫
議
員
、
佐
久
間
正
己
議
員
、
花
谷
昭
典
議
員
、
北
山
和
生
議
員
、
峯
林
宏
政
議
員
及
び
藤
冨
美
恵
子
議
員
か
ら
五
條
駅
南
北
道
建
設
促
進
及
び
市
街
地
整



備
特
別
委
員
を
、
ま
た
、
田
原
清
孝
議
員
、
大
谷
龍
雄
議
員
、
樫
塚
凱
一
議
員
、
山
本
久
和
議
員
、
西
尾
彦
和
議
員
、
山
田
澄
雄
議
員
及
び
池
上
輝
雄
議
員
か
ら
自
然
環
境
及

び
吉
野
川
対
策
特
別
委
員
を
、
そ
れ
ぞ
れ
辞
任
し
た
い
と
の
申
出
が
あ
り
、
委
員
会
条
例
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
了
承
願
い
ま

す
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
、
日
程
第
三
、
発
議
第
五
号

特
別
委
員
会
設
置
及
び
付
託
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
積
極
的
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
当
面
す
る
諸
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
七
人
の
委
員
で
構
成
し
、
過
疎
対
策
特
別
委
員
会
の
所
管
事
項
を
包
括
す
る

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
を
、
ま
た
、
本
市
に
あ
っ
た
議
員
定
数
等
を
検
討
す
る
た
め
に
、
同
じ
く
七
人
の
委
員
で
構
成
す
る
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、

こ
れ
に
付
託
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
委
員
七
人
に
よ
る
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
及
び
定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
の
二
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
決

し
ま
し
た
。─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
日
程
第
四
、
選
第
五
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
選
第
五
号

特
別
委
員
の
選
任
。

五
條
市
議
会
委
員
会
条
例
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
委
員
の
選
任
を
行
う
。

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
提
出

五

條

市

議

会

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
特
別
委
員
会
の
選
任
に
つ
き
ま
し
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
議
員
各
位
の
御
意
見
を
聞
き
、
御
協
議
を
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
委
員
会
条
例
第
五
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
名
簿
の
と
お
り
指
名
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕



○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
特
別
委
員
会
の
委
員
は
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
名
簿
の
と
お
り
選
任
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

念
の
た
め
、
事
務
局
長
に
氏
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
地
域
活
性
化
特
別
委
員
会
、
榮
林
末
次
、
寺
本
保
英
、
益
田
吉
博
、
藤
冨
美
恵
子
、
川
村
家
廣
、
太
田
好
紀
、
西
本
幸
洋
。

五
條
駅
南
北
道
建
設
促
進
及
び
市
街
地
整
備
特
別
委
員
会
、
土
井
康
嗣
、
黄
木
英
夫
、
花
谷
昭
典
、
山
本
久
和
、
北
山
和
生
、
山
田
澄
雄
、
池
上
輝
雄
。

自
然
環
境
及
び
吉
野
川
対
策
特
別
委
員
会
、
田
原
清
孝
、
大
谷
龍
雄
、
樫
塚
凱
一
、
佐
久
間
正
己
、
西
尾
彦
和
、
峯
林
宏
政
、
山
田
由
比
己
。

定
数
等
検
討
特
別
委
員
会
、
黄
木
英
夫
、
山
本
久
和
、
峯
林
宏
政
、
山
田
由
比
己
、
藤
冨
美
恵
子
、
太
田
好
紀
、
西
本
幸
洋
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
五
、
同
第
六
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
同
第
六
号

五
條
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
出
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
榎
市
長
。

〔
市
長

榎

信
晴
登
壇
〕

○
市
長
（
榎

信
晴
）
た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
、
同
第
六
号

五
條
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

監
査
委
員
の
う
ち
、
議
員
か
ら
選
任
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
花
谷
昭
典
委
員
か
ら
辞
職
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
受
理
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

花
谷
議
員
に
は
、
在
任
中
、
鋭
意
五
條
市
の
在
り
方
、
効
率
的
な
監
査
に
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

さ
て
、
後
任
の
委
員
と
し
て
議
会
か
ら
推
薦
い
た
だ
き
ま
し
た
益
田
吉
博
議
員
に
お
願
い
す
る
も
の
で
、
同
議
員
は
人
格
が
高
潔
で
財
務
管
理
、
事
務
事
業
の
経
営
管
理
、
そ

の
他
行
政
運
営
に
関
し
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
方
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
各
位
に
は
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
満
場
一
致
の
御
賛
同
を
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
提
案
理
由
の
説
明
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
─
─
。



質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
六
、
推
第
四
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
件
名
を
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
推
第
四
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
出
議
案
の
説
明
を
求
め
ま
す
。
榎
市
長
。

〔
市
長

榎

信
晴
登
壇
〕

○
市
長
（
榎

信
晴
）
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
せ
ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
た
だ
い
ま
上
程
い
た
だ
き
ま
し
た
推
第
四
号

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
せ

ん
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
う
ち
、
中
田
良
子
委
員
の
任
期
が
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
再
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お
願
い
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
員
各
位
に
は
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
御
推
挙
賜
り
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
、
提
案
理
由
の
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
理
由
の
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
─
─
。

質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。



お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
、
原
案
の
と
お
り
決
す
る
こ
と
に
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
原
案
の
と
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
次
に
日
程
第
七
、
発
議
第
六
号
を
議
題
と
い
た
し
ま
す
。

事
務
局
長
に
朗
読
さ
せ
ま
す
。

○
事
務
局
長
（
長
田
雅
光
）
発
議
第
六
号

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
。

標
記
の
こ
と
に
つ
い
て
別
紙
の
と
お
り
提
出
す
る
の
で
決
議
を
求
め
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日
提
出

提

出

者

五
條
市
議
会
議
員

川

村

家

廣

賛

成

者

五
條
市
議
会
議
員

土

井

康

嗣

〃

寺

本

保

英

〃

北

山

和

生

〃

西

尾

彦

和

〃

藤

冨

美
恵
子

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
の
趣
旨
説
明
を
求
め
ま
す
。
三
番
川
村
家
廣
議
員
。

〔
三
番

川
村
家
廣
登
壇
〕



○
三
番
（
川
村
家
廣
）
た
だ
い
ま
上
程
さ
れ
ま
し
た
、
発
議
第
六
号

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
（
案
）
を
朗
読
し
て
提
案
の
趣
旨
説
明
に
か
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。全

国
森
林
環
境
税
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
（
案
）

近
年
、
森
林
の
も
つ
地
球
環
境
保
護
、
国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
か
ん
養
、
自
然
環
境
の
保
持
な
ど
「
森
林
の
公
益
的
機
能
」
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
期
待
は
大
き
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

ま
た
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
か
か
る
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
計
画
で
は
、
我
が
国
に
課
せ
ら
れ
た
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
う
ち
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
森
林
の

吸
収
に
よ
り
確
保
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
森
林
を
守
り
育
て
て
き
た
我
が
国
の
山
村
・
林
業
は
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
、
林
業
関
係
者
の
み
で
は
森
林
の
保
育
・
管
理
を
行

っ
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
状
況
と
な
り
、
必
要
な
手
入
れ
が
さ
れ
る
こ
と
な
く
放
置
さ
れ
る
森
林
が
急
増
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
森
林
と
共
に
暮
ら
し
、
森
林
を
熟
知
す
る
行
政
と
し
て
の
市
町
村
が
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
森
林
を
守
っ
て
い
く
べ
き
山
村
市
町
村
は
、
過
疎
化

と
少
子
高
齢
化
に
悩
み
、
加
え
て
今
日
の
危
機
的
な
財
政
状
況
か
ら
、
今
後
と
も
継
続
的
に
森
林
を
守
る
役
割
を
担
う
こ
と
は
、
も
は
や
困
難
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
世
界
に
例
を
見
な
い
緑
豊
か
な
森
林
、
生
命
の
源
で
あ
る
水
を
は
ぐ
く
み
、
大
気
を
浄
化
す
る
と
と
も
に
、
災
害
か
ら
国
土
を
守
る
国
民
共
有

の
貴
重
な
財
産
と
し
て
の
森
林
を
維
持
、
保
全
し
て
い
く
た
め
に
は
、
山
村
地
域
の
住
民
や
自
治
体
の
み
な
ら
ず
、
都
市
部
や
海
辺
の
地
域
の
住
民
や
自
治
体
も
一
緒
に
な
っ

て
、
森
林
・
山
林
を
育
て
、
水
や
空
気
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
国
民
的
な
認
識
と
森
林
を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く
と
い
う
気
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

つ
い
て
は
、
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
に
対
す
る
新
税
と
し
て
、
全
国
森
林
環
境
税
を
早
急
に
創
設
し
、
森
林
を
有
す
る
山
村
地
域
の
市
町
村
が
森
林
の
維
持
、
育
成
の
た
め

の
財
源
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
十
八
年
十
二
月
十
五
日

五

條

市

議

会

議
員
各
位
に
は
、
何
と
ぞ
御
賛
同
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
提
案
の
趣
旨
説
明
が
終
わ
り
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
質
疑
に
入
り
ま
す
。
─
─
。



質
疑
を
終
わ
り
ま
す
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
、
本
案
は
討
論
並
び
に
委
員
会
付
託
を
省
略
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

こ
れ
よ
り
本
案
を
採
決
い
た
し
ま
す
。

お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。
本
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
案
を
可
決
し
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
意
見
書
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
議
長
に
御
一
任
願
い
ま
す
。
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○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
の
際
お
諮
り
を
い
た
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
委
員
長
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
か
ら
、
会
議
規
則
第
九
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
、
お
手
元
に
配
付
い
た
し
て
お
り
ま
す
閉
会
中
継
続
調
査
申
出
一
覧
表

の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
申
出
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

各
委
員
長
か
ら
申
出
の
と
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ
と
に
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
申
出
ど
お
り
、
閉
会
中
の
継
続
調
査
と
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
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○
議
長
（
寺
本
保
英
）
以
上
で
、
本
日
の
日
程
は
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

お
諮
り
い
た
し
ま
す
。
本
定
例
会
の
会
期
は
十
九
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
議
事
が
全
部
終
了
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
本
日
こ
れ
を
も
っ
て
閉
会
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
御
異
議
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

〔
「
異
議
な
し
」
の
声
あ
り
〕

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
御
異
議
な
し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
本
定
例
会
は
、
本
日
を
も
っ
て
閉
会
す
る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。
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○
議
長
（
寺
本
保
英
）
閉
会
に
当
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
各
位
に
は
終
始
御
熱
心
に
御
精
励
を
賜
り
、
ま
た
、
円
滑
な
る
議
会
運
営
に
御
尽
力
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
は
議
員
各
位
の
温
か
い
御
支
援
に
よ
り
ま
し
て
議
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
政
の
発
展
と
議
会
の
円
滑
な
運
営
に
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
、
理
事
者
並
び
に
議
員
各
位
に
は
何
と
ぞ
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は
極
め
て
厳
し
く
、
議
会
も
自
己
決
定
、
自
己
責
任
に
よ
る
自
治
体
の
運
営
に
責
任
を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
併
せ
て
議
会
に

対
し
て
は
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し
て
の
役
割
も
よ
り
重
視
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
住
民
の
代
表
機
関
と
し
て
の
議
会
が
そ
の
負
託
に
こ
た
え
る
た
め
に
も
、
我
々
を
取
り
巻

く
諸
問
題
に
対
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
理
事
者
各
位
に
お
い
て
も
事
務
事
業
の
執
行
に
際
し
て
は
、
本
会
議
及
び
各
委
員
会
に
お
け
る
議
員
各
位
の
御

意
見
、
御
提
言
を
十
分
尊
重
さ
れ
、
市
政
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
御
精
励
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
時
節
柄
健
康
に
は
十
分
御
留
意
を
い
た
だ
き
、
御
家
族
そ
ろ
っ
て
よ
い
年
を
お
迎
え
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
に
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
閉
会
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、
閉
会
の
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
す
。
榎
市
長
。

○
市
長
（
榎

信
晴
）
平
成
十
八
年
第
四
回
十
二
月
定
例
会
の
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
、
一
言
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

議
員
各
位
に
は
公
私
と
も
何
か
と
御
多
用
の
中
、
御
出
席
を
い
た
だ
き
、
慎
重
審
議
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
議
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
又
は
同
意
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
新
し
く
寺
本
保
英
議
長
を
中
心
と
し
た
市
議
会
の
新
体
制
を
決
め
て
い
た
だ
き
、
本
市
の
更
な
る
飛
躍
と
発
展
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
飾

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
日
ま
で
お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
た
山
田
議
長
以
下
役
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
市
政
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
本
定
例
会
中
議
員
各
位
か
ら
頂
き
ま
し
た
御
意
見
、
御
提
言
を
十
分
踏
ま
え
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。



今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
議
員
各
位
に
は
こ
れ
か
ら
の
年
末
年
始
、
多
忙
な
日
が
続
く
も
の
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
健
康
に
は
十
分
御
留
意
を
い

た
だ
き
、
ま
す
ま
す
御
活
躍
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
、
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
の
ご
あ
い
さ
つ
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
議
長
（
寺
本
保
英
）
こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
平
成
十
八
年
第
四
回
定
例
会
を
閉
会
い
た
し
ま
す
。

午
後
二
時
四
十
五
分
閉
会

本
会
議
録
の
正
当
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
こ
こ
に
署
名
す
る
。

議

会

議

長

寺

本

保

英

議

会

議

員

山

田

由

比

己

議

会

議

員

峯

林

宏

政

署

名

議

員

佐

久

間

正

己

署

名

議

員

樫

塚

凱

一


